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プロジェクトメンバーのワークモチベーションに影響を及ぼす要因の研究
斎藤識樹（さいとう　さとき） 
東京都立産業技術大学院大学

1.　はじめに

この度は，学生優秀発表賞に選出いただきありが
とうございます．春の年次大会での優秀萌芽研究賞
に続き，本賞をいただくことができ，大変光栄に存
じます．全国研究発表大会では他学の学生との意見
交換を通じて貴重な示唆を得ることができました．
このような機会を提供してくださった経営情報学会
2023年度全国研究発表大会運営委員の皆様，本研
究を指導してくださった三好先生，インタビュー調
査にご協力いただいた皆様，発表への助言をいただ
いた PBL（Project Based Learningの略，詳細後述）
チームのメンバー，ならびに今回の発表に対して貴
重なアドバイスやフィードバックをくださった全て
の皆様に，この場を借りて深く御礼申し上げます．

2.　研究概要

近年，世界的に社会環境が変化する中で，ビジネ
ス環境も大きく変化し，企業等ではDX（デジタル
トランスフォーメーション）が推進され，ビジネス
における ITの活用は不可欠となっています．この
ような環境変化に対応するため，企業等はプロジェ
クトチームによる活動を活発化しています．プロ
ジェクト活動では，計画された品質・コスト・納期
を実現するためのマネジメントが最優先となり，プ
ロジェクトメンバー個々に対するマネジメントは，
優先度を下げざるを得ない状況です．しかしなが
ら，プロジェクトの成功には，それぞれのプロジェ
クトメンバーがジョブ・パフォーマンスを発揮する
ことが不可欠であり，一人ひとりの職務に対する
ワークモチベーションが求められています．さら
に，目標を達成するだけでなく，プロジェクトメン
バーが自律的に知識や能力習得を目的とした学習を
行うことも強く求められるようになっています．
この研究は，プロジェクト活動の成功のために，
プロジェクトメンバーのワークモチベーションに影

響を及ぼす要因について明らかにすることを目的と
しています．この目的を達成するために，プロジェ
クト活動において，どのような経験がプロジェクト
メンバーのワークモチベーションに影響を及ぼすか
について，調査・分析を行いました．

3.　現在の研究状況と今後の研究計画

今回の発表では，現状の問題や関連研究を整理
し，プロジェクト活動の経験のある 19名へのイン
タビュー調査の質的統合法（山浦，2012）による
分析結果を報告しました．分析の結果，プロジェク
ト経験者のワークモチベーション低下の要因とし
て，職務に対して満足する要因であるとされる動機
づけ要因と職務不満足をもたらすとされる衛生要因
（Herzberg, 1987），職場における同僚間のワークモ
チベーションの伝播（菊入・岡田，2014）が示され，
プロジェクト経験者のワークモチベーション向上の
要因として，動機づけ要因と自己充実的達成動機
（堀野・森，1991）が示されました．また，プロジェ
クト経験者はワークモチベーション向上の自己調整
方略として接触方略（森永，2009）を用いている
ことが示されました．現在は，調査・分析の結果を
踏まえ，個人のワークモチベーションに影響を及ぼ
す要因と，職場環境が個人のワークモチベーション
に対して与えている影響を可視化するワークショッ
プを開発し，ワークショップの有効性評価を行って
います．

4.　チームでの研究のやりがい

筆者が在学する東京都立産業技術大学院大学は
「PBL（Project Based Learning）型教育」が特徴の
専門職大学院です．通常の研究型大学院で必須とさ
れる修士論文の代わりに，2年次の 1年間が PBLに
費やされ，実務レベルのプロジェクトを 1年間かけ
て実施します．



経営情報フォーラム

168 経営情報学会誌

筆者が所属する PBLチームは，IT，製造業，金
融業などに所属する，20代から 50代の幅広い世代
のメンバーで構成されています．2チームで活動し
ており，もう一方のチームは，テレワーク環境での
チーム内のコンフリクトについて研究を行い，テレ
ワーク環境における効果的なコンフリクトマネジメ
ントのためのロールプレイ型ワークショップを開発
しました．相互にレビューし合い，互いに切磋琢磨
しながら，研究とワークショップの開発を進めてい
ます．

PBLチームは全員が社会人であるため，それぞ
れが多様な経験や知見を有しています．普段の職務
では触れることがない多様な経験や知見から互いに
学び合うことができる環境は良い刺激を受けること
ができ，非常にやりがいを感じています．

5.　おわりに

社会人大学院生として，働きながら研究を進める
ことは時間や体力面の制約から容易なことではあり

ません．しかしながら，仕事と並行して研究を進め
るからこそ得られる気づきや学びも多くあります．
また，研究の成果を所属する企業ですぐに実践でき
ることも，社会人大学院生の強みであると考えてい
ます．社会人大学院生という立場を最大限活用しつ
つ，今回の受賞を励みに，今後もモチベーション高
く研究活動に取り組んで参ります．そして，見識を
深めるとともに，企業や社会に貢献できるような成
果を出せるよう，尽力して参ります．今後も引き続
きご指導を賜れますようお願いいたします．
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